
福岡県支部 研修旅行のご報告 

第一回  髙宮八幡宮（令和３年１０月３０日） 
第二回 太宰府天満宮（令和３年１２月１７日） 

令和４年１月３日 

 

今年度は、日帰り研修旅行を二回実施いたしました。例年、福岡県支部では、宿泊を伴う研修旅行を実施して

いましたが、昨年度は、コロナの影響により実施することができませんでした。本年度も、計画段階では先が見通

せない状況でしたので、実現可能性の高い日帰り研修旅行を二回、時期を分けて実施することにいたしました。 

第一回は、福岡市南区の髙宮八幡宮、第二回は、福岡県太宰府市の太宰府天満宮へ行ってまいりました。どち

らも正式参拝、参拝後においしいおやつとともにお話を聞かせていただきました。その後、昼食、そして解散という

短い時間ではありましたが、とても大満足な研修旅行となりました。 

ご参加くださった保護者の方が６～８名と少なかったこともあり、学年や学部に関わらず、和気あいあいと楽しく

交流することができました。今回、ご参加できなかったみなさまも、来年度はぜひご参加ください。 

それでは、第一回髙宮八幡宮、続いて、第二回太宰府天満宮の順にご報告させていただきます。 

 

 

 

第一回 髙宮八幡宮（令和３年１０月３０日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本殿の前で古賀靖啓宮司様（令和２年度福岡県支部長）を囲んで記念撮影 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正式参拝①  みなさん、緊張しておられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正式参拝②  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正式参拝③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正式参拝④ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正式参拝⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正式参拝⑥ 



第二回 太宰府天満宮（令和３年１２月１７日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正式参拝後に太宰府天満宮の神職方と記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            正式参拝前のひととき 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東風吹かば 匂ひおこせよ梅の花 あるじなしとて 春な忘れそ」 

と、歌を詠まれた菅原道真を慕って、一夜のうちに飛来したと伝えられる御神木の「飛梅」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にも、国指定天然記念物二本を含む大樟が境内にそびえ、「天神の森」として親しまれています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太宰府天満宮神職の田中教介様（平成２９年度福岡県支部長）に、ご案内していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御手洗                      記念撮影 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

境内散策後のおやつタイムは、「小山田」さんへ。 

田中様の粋なお計らいにより、見たこともない梅が枝餅をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このボリューム！！！ 

「梅が枝餅」と「梅が枝餅」の中にあんこが…！！！ 

田中様は、「ダブルあんバーガー」とおっしゃっていました(笑) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルアンホテルカルティア太宰府での昼食       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治のたたずまいが残る素敵なレストラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「梅サイダー」と「あまおうサイダー」 


